
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
１
２
７
回 

 
行
仙
宿
に
ス
ト
ー
ブ
他
荷
揚
げ
、
地
蔵
岳
の
捲
き
道
整
備
と
四
阿
宿
に
靡

看
板
設
置 

 

◇
実
施
日
： 

２
０
２
１
年
５
月
３
日
（
月
）
～
４
日
（
火
）
晴 

◇
参
加
者
： 

沖
崎
吉
信
、
児
島
道
夫
、
生
熊
敏
男
、
濱
野
兼
吉
、
梶
野
照
雄
、

高
階
美
根
子
、
大
門
健
一
、
高
橋
桂
太
、
乾
克
己
、
湯
川
一
郎
、

山
田
武 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
３
日
、
宿
泊
１
１
名
） 

 
 
 
 
 
 

橋
本
梓
、
大
江
加
予
子
・
徳
子
、
畑
林
清
子
、
山
本
恭
正 

山
川
治
雄
、
岩
本
信
行
（
３
日
、
日
帰
り
７
名
） 

山
川
治
雄
、
岩
本
信
行
（
４
日
、
日
帰
り
２
名
） 

延
２
０
名 

 

 

昨
年
の
年
初
か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
一
年
半
を

経
過
し
た
今
で
も
衰
え
る
ど
こ
ろ
か
勢
力
を
増
し
て
い
る
。 

昨
年
、
今
年
と
も
、
小
屋
の
予
約
問
合
せ
は
非
常
に
少
な
く
、
会
員
皆
さ
ん
の

健
康
配
慮
の
面
か
ら
も
小
屋
番
は
置
か
ず
、
期
間
中
に
２
～
３
回
日
帰
り
で
出

向
く
と
決
め
て
い
た
が
、
児
嶋
さ
ん
か
ら
「
乾
さ
ん
と
行
仙
宿
泊
で
地
蔵
岳
の

イ
ワ
カ
ガ
ミ
の
写
真
を
撮
り
に
行
き
、
先
日
気
に
な
っ
た
シ
ャ
ッ
ク
ル
が
有
る

の
で
交
換
す
る
。
数
人
い
れ
ば
ス
ト
ー
ブ
も
荷
揚
げ
で
き
る
」
と
の
話
が
あ
っ

た
。
以
前
よ
り
山
川
さ
ん
も
地
蔵
岳
捲
き
道
の
提
案
も
あ
っ
た
の
で
、
全
て
含

め
て
行
事
を
計
画
し
た
。 

 

ス
ト
ー
ブ
の
荷
揚
げ
と
地
蔵
岳
捲
き
道
整
備
を
メ
イ
ン
と
し
て
皆
さ
ん
に

呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
参
加
申
し
込
み
を
頂
い
た
。 

ス
ト
ー
ブ
荷
揚
げ
用
の
長
い
棒
や
食
材
調
達
な
ど
の
準
備
を
整
え
当
日
を
迎

え
た
。 

５
月
３
日 

 
 

 
 

 

登
山
口
で 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

ス
ト
ー
ブ
を
交
代
で
運
ぶ 

 

午
前
９
時
、
登
山
口
に
全
員
集
合
、
今
日
は
お
天
気
も
よ
く
、
ス
ト
ー
ブ
の

荷
揚
げ
と
毛
布
干
し
が
メ
イ
ン
作
業
の
た
め
、
そ
の
段
取
り
、
注
意
点
な
ど
の

説
明
を
行
っ
た
。
モ
ノ
レ
ー
ル
は
２
往
復
で
す
べ
て
の
荷
物
を
運
び
上
げ
、
終

点
か
ら
各
自
背
負
子
で
運
び
上
げ
る
。
ス
ト
ー
ブ
は
沖
崎
、
梶
野
が
一
番
バ
ッ

タ
ー
と
し
て
運
び
、
そ
の
後
順
次
交
代
す
る
こ
と
に
し
た
。
５
０
㎏
近
い
重
さ

な
の
で
、
か
な
り
の
時
間
が
か
か
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
運
ん
で
み
る

と
、
一
時
間
ほ
ど
で
運
べ
る
よ
う
に
思
え
た
。 

 

二
人
で
第
２
ベ
ン
チ
迄
運
び
、
２
番
バ
ッ
タ
ー
に
託
す
べ
く
休
憩
し
て
い
る

と
、
小
屋
に
先
行
し
て
戻
っ
て
き
た
メ
ン
バ
ー
か
ら
、
小
屋
内
で
発
熱
し
毛
布

に
く
る
ま
っ
て
い
る
登
山
者
が
い
る
。
同
行
者
は
発
熱
者
を
我
々
に
託
し
、
玉



置
山
方
面
に
行
き
た
い
、
と
言
っ
て
い
る
。
す
ぐ
小
屋
に
行
っ
て
対
応
し
て
ほ

し
い
。 
と
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

 

発
熱
し
た
登
山
者
を
連
れ
降
ろ
す 

 
 

 
 
 

 
 
毛
布
干
し 

ス
ト
ー
ブ
を
仲
間
に
託
し
、
急
い
で
登
り
小
屋
に
着
く
と
、
発
熱
者
は
す
で
に

毛
布
か
ら
出
て
登
山
服
姿
で
座
っ
て
い
た
。
熱
も
か
な
り
下
が
っ
て
い
て
、
歩

い
て
下
山
で
き
る
状
態
だ
っ
た
。
す
ぐ
に
下
北
山
村
役
場
に
電
話
連
絡
し
て
対

応
を
依
頼
。
役
場
で
は
診
療
所
に
連
絡
し
、
先
生
の
指
示
を
仰
ぐ
な
ど
の
適
正

な
対
応
を
し
て
頂
い
た
。 

高
橋
君
が
車
で
役
場
ま
で
送
り
届
け
る
、
と
手
を
あ
げ
て
く
れ
、
梶
野
君
が
モ

ノ
レ
ー
ル
で
登
山
口
ま
で
同
行
し
て
く
れ
た
。 

そ
れ
に
し
て
も
発
熱
し
て
い
る
同
行
者
を
残
し
て
、
一
人
で
先
に
進
む
事
は
常

識
あ
る
人
間
と
は
思
え
な
い
。
私
が
小
屋
に
着
い
た
時
に
は
も
う
出
発
し
た
後

で
、
姿
は
見
え
な
か
っ
た
。
ど
ん
な
人
物
か
、
顔
も
見
る
こ
と
は
無
か
っ
た
が
、

非
常
識
の
極
み
で
あ
る
。 

 

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
ス
ト
ー
ブ
が
到
着
し
、
予
想
よ
り
も
早
く
荷
揚

げ
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
あ
る
。
無
事
に
荷
揚

げ
が
出
来
て
ヤ
レ
ヤ
レ
だ
。 

 
 

 
 

 

水
場
に
降
り
る 

 
 
 

 
 

お
堂
で
勤
行 

 
 
 
 

３
日
の
参
加
者 

 

お
昼
ま
で
に
時
間
も
あ
り
、
毛
布
干
し
に
取
り
掛
か
る
。
人
数
が
多
い
の
で
、

小
屋
周
り
に
ロ
ー
プ
を
張
る
の
も
屋
根
に
あ
げ
る
の
も
早
い
。
３
０
～
４
０
分

で
す
べ
て
の
毛
布
と
枕
を
干
し
終
え
て
、
管
理
棟
前
で
昼
食
と
し
た
。 

 

食
事
中
、
高
橋
君
が
戻
っ
て
き
た
。
聞
く
と
、
役
場
日
直
の
坂
本
君
は
診
療

所
に
連
絡
し
、
不
在
だ
っ
た
医
師
か
ら
の
指
示
を
受
け
て
適
正
、
親
切
に
対
応

し
て
く
れ
、
気
分
が
良
か
っ
た
。
と
の
話
が
あ
り
、
小
屋
常
備
用
と
し
て
消
毒

液
を
頂
い
て
き
て
く
れ
た
。 

 
午
後
は
毛
布
回
収
、
水
場
点
検
と
水
採
取
、
今
晩
の
準
備
に
分
か
れ
て
作
業

す
る
。
作
業
が
一
段
落
し
た
午
後
３
時
前
に
本
日
の
日
帰
り
組
が
下
山
し
た
。 

ご
苦
労
様
で
し
た
。 

 

泊
組
は
４
時
少
し
前
か
ら
、
畑
林
君
差
し
入
れ
の
「
マ
グ
ロ
の
カ
マ
」
を
焼

き
始
め
た
。
十
分
に
火
が
通
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
の
で
、
皆
さ
ん
ビ
ー
ル
片



手
に
焼
き
具
合
を
チ
ェ
ッ
ク
。
ち
ょ
っ
と
味
見
、
と
口
に
す
る
と
「
ウ
マ
い
、

ウ
マ
い
」
に
連
れ
ら
れ
、
コ
ン
ロ
か
ら
降
ろ
さ
ず
に
全
て
食
し
て
し
ま
っ
た
。 

少
し
で
は
あ
る
が
、
小
屋
の
宿
泊
者
に
も
お
裾
分
け
し
た
。 

宴
会
の
一
品
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
皆
が
喜
ん
で
口
に
し
て
く
れ
た
の

は
何
よ
り
だ
っ
た
。  

 
 
 

 

マ
グ
ロ
の
カ
マ
を
焼
く 

 
 

 
 
 
 

 

コ
シ
ア
ブ
ラ
の
天
ぷ
ら 

 

行
仙
宿
に
前
泊
し
、
今
日
、
明
日
の
作
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
湯
川
君

と
同
じ
職
場
の
山
田
さ
ん
の
お
話
し
で
は
、
昨
日
の
宿
泊
者
は
２
０
名
を
数
え

た
。
今
日
の
宿
泊
者
も
す
で
に
１
０
名
を
越
え
て
い
る
。 

昨
年
の
閑
散
と
し
た
状
況
と
は
少
し
変
化
が
あ
る
。 

 

予
定
の
時
間
と
な
り
、
管
理
棟
で
宴
会
ス
タ
ー
ト
、
泊
組
１
０
名
と
山
田
さ

ん
、
乾
さ
ん
の
山
友
、
上
田
、
藤
森
氏
も
加
わ
り
、
１
３
名
で
始
ま
っ
た
。 

用
意
し
た
酒
類
、
食
材
に
乾
さ
ん
持
参
の
コ
シ
ア
ブ
ラ
、
ハ
リ
ギ
リ
、
ア
メ
ノ

ウ
オ
、
畑
林
君
差
し
入
れ
の
マ
グ
ロ
の
セ
セ
リ
や
大
江
さ
ん
の
オ
デ
ン
な
ど
で

テ
ー
ブ
ル
は
置
く
場
所
が
な
い
ほ
ど
一
杯
に
な
っ
た
。 

乾
さ
ん
と
、
今
日
唯
一
の
女
性
参
加
者
、
高
階
美
根
子
さ
ん
が
天
ぷ
ら
を
担
当

さ
れ
た
。
文
字
通
り
山
海
の
珍
味
で
、
日
頃
な
か
な
か
口
に
で
き
な
い
品
々
で

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。 

 

午
後
８
時
頃
に
お
開
き
と
し
て
、
管
理
棟
と
小
屋
に
分
か
れ
て
就
寝
。
小
屋

に
は
１
２
名
の
宿
泊
者
が
あ
っ
た
。 

 

５
月
４
日 

 

午
前
４
時
頃
、
ま
だ
暗
い
う
ち
に
小
屋
の
宿
泊
者
が
起
き
出
し
食
事
を
始
め

る
。
照
明
を
点
け
て
便
宜
を
図
っ
た
。
５
時
前
に
我
々
も
起
床
し
、
朝
食
の
準

備
を
す
る
。
生
熊
さ
ん
差
し
入
れ
の
シ
イ
ラ
の
干
物
な
ど
で
豪
華
な
朝
食
だ
。 

地
蔵
岳
に
向
か
う
前
に
、
準
備
し
て
き
た
靡
看
板
や
標
識
を
各
々
に
割
り
振
り
、

小
屋
・
管
理
棟
の
片
付
け
や
整
理
を
行
っ
た
。 

 
 

 
 

 

朝
食
を
済
ま
せ
て 

 
 

 
 

出
発
準
備 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

出
発 

 

午
前
７
時
半
に
は
本
日
も
日
帰
り
で
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
山
川
、
岩
本
の

両
名
が
到
着
し
、
７
時
３
０
分
、
地
蔵
岳
に
向
け
て
出
発
し
た
。
生
熊
さ
ん
が



一
人
残
り
、
小
屋
や
周
辺
の
整
備
作
業
を
し
て
く
だ
さ
る
。 

 
 

 
 

 

ロ
ー
プ
を
手
直
し 

 
 

 
 

２
６
番
鉄
塔
着 

 
 
 

 
 

標
識
を
設
置 

久
々
の
笠
捨
山
捲
き
道
で
あ
る
。
児
嶋
さ
ん
は
数
カ
所
で
ロ
ー
プ
の
手
直
し
、

増
設
を
し
な
が
ら
進
む
。
数
年
前
の
大
雨
で
何
カ
所
も
が
崩
れ
、
厳
し
い
道
と

な
っ
た
。
特
に
橋
を
渡
る
と
き
、
谷
や
峪
状
の
ガ
レ
場
は
要
注
意
だ
。 

９
時
半
過
ぎ
に
２
６
番
鉄
塔
広
場
に
着
き
、
地
蔵
岳
山
頂
班
（
児
嶋
、
乾
、
濱

野
、
高
階
）
の
４
人
、
捲
き
道
経
由
で
東
屋
岳
の
靡
看
板
設
置
班
（
沖
崎
、
湯

川
、
山
田
、
岩
本
）
の
４
人
、
捲
き
道
整
備
班
（
梶
野
、
山
川
、
高
橋
、
大
門
）

の
４
人
と
、
３
班
に
分
か
れ
て
進
む
。 

 

捲
き
道
を
進
み
、
左
下
に
２
７
番
鉄
塔
が
見
え
る
と
こ
ろ
ま
で
は
普
通
の
山

道
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
「
こ
ん
な
に
悪
か
っ
た
か
？
」
と
思
う
ほ
ど
の
荒
れ

か
た
で
、
か
な
り
危
険
な
と
こ
ろ
も
多
い
。
倒
木
も
３
～
４
ヶ
所
あ
っ
た
。
整

備
を
後
続
班
に
任
せ
て
地
蔵
岳
水
場
脇
の
奥
駈
道
に
登
る
分
岐
ま
で
や
っ
て

き
た
。
地
蔵
岳
参
道
の
石
柱
は
倒
れ
て
い
て
、
玉
岡
さ
ん
が
立
て
た
標
識
も
朽

ち
て
い
る
。
水
場
は
少
量
な
が
ら
確
保
で
き
る
が
、
２
～
３
日
前
に
か
な
り
の

降
雨
量
が
あ
っ
て
こ
の
量
な
の
で
、
通
常
は
当
て
に
で
き
な
い
だ
ろ
う
。 

杉
林
の
中
を
直
登
し
、
１
０
分
ほ
ど
で
奥
駈
道
に
到
達
、
そ
の
ま
ま
東
屋
岳
に

急
い
だ
。 

 
 

 

地
蔵
岳
水
場 

 
 
 
 

 
 

倒
れ
た
石
柱 

 
 
 
 

 

東
屋
岳
に
向
か
う 

 
 

 

四
阿
宿
の
靡
看
板
を
設
置 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

白
花
の
イ
ワ
カ
ガ
ミ 

途
中
で
、
昨
夜
行
仙
宿
に
同
宿
の
大
坪
君
（
名
古
屋
市
）
に
出
会
う
。
早
朝
に

行
仙
宿
を
出
て
、
香
精
山
ま
で
足
を
延
ば
し
た
帰
り
で
、
今
日
、
前
鬼
ま
で
送



る
約
束
を
し
て
い
た
の
で
、
こ
こ
か
ら
行
仙
宿
ま
で
行
動
を
共
に
し
て
も
ら
っ

た
。 

 

東
屋
岳
に
到
着
後
、
看
板
設
置
を
始
め
る
。
今
ま
で
に
３
０
本
以
上
立
て
て

き
た
の
で
、
要
領
も
よ
く
な
っ
て
き
て
、
ほ
ん
の
数
分
で
作
業
完
了
。
杭
も
深

く
打
ち
込
む
こ
と
が
出
来
た
。 

 

待
ち
合
わ
せ
場
所
の
２
６
番
鉄
塔
広
場
に
戻
る
途
中
、
地
蔵
岳
の
手
前
で
山

頂
班
と
合
流
し
た
。
昼
食
も
済
ま
せ
、
花
も
満
喫
で
き
た
よ
う
だ
。 

ナ
ン
カ
イ
イ
ワ
カ
ガ
ミ
は
通
常
ピ
ン
ク
の
花
を
咲
か
せ
る
が
、
地
蔵
岳
付
近
で

は
白
色
の
花
が
見
ら
れ
、
静
岡
以
南
の
太
平
洋
の
高
山
に
し
か
見
ら
れ
な
い
と

い
う
希
少
種
で
あ
る
。
ア
ケ
ボ
ノ
ツ
ツ
ジ
も
多
く
見
ら
れ
た
よ
う
だ
。 

ク
サ
リ
を
留
め
て
い
る
シ
ャ
ッ
ク
ル
も
２
ヶ
所
で
交
換
し
た
。
話
な
が
ら
少
し

休
憩
し
て
出
発
。
地
蔵
岳
西
側
の
ピ
ー
ク
か
ら
水
場
に
降
り
る
と
こ
ろ
に
は
短

い
な
が
ら
ト
ラ
ロ
ー
プ
が
張
ら
れ
て
、
そ
の
下
方
は
ピ
ン
ク
の
テ
ー
プ
が
随
所

に
付
け
ら
れ
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
下
る
こ
と
が
出
来
た
。 

準
備
し
た
２
枚
の
標
識
も
設
置
さ
れ
、
石
柱
も
真
っ
す
ぐ
に
立
て
直
さ
れ
て
い

た
。
崩
れ
だ
ト
ラ
バ
ー
ス
に
ト
ラ
ロ
ー
プ
が
張
ら
れ
て
、
倒
木
も
全
部
処
理
さ

れ
て
い
た
。
捲
き
道
整
備
に
つ
い
て
、
我
々
が
出
来
る
こ
と
は
全
部
行
っ
た
。 

２
０
分
で
鉄
塔
広
場
に
着
く
。
ク
サ
リ
場
を
経
由
し
た
岩
本
、
山
田
の
２
名
よ

り
３
分
ほ
ど
早
く
到
着
し
た
。
捲
き
道
整
備
班
は
３
０
分
余
り
待
っ
た
よ
う
だ
。 

 

全
員
が
揃
い
行
仙
宿
に
戻
る
。
途
中
、
葛
川
辻
水
場
径
の
ロ
ー
プ
の
状
態
を

乾
、
梶
野
の
２
名
が
確
認
に
降
り
る
。
ロ
ー
プ
は
そ
れ
ほ
ど
食
い
込
ん
で
お
ら

ず
、
数
年
後
に
ロ
ー
プ
全
体
を
取
替
え
る
の
が
良
い
、
と
報
告
が
あ
っ
た
。 

２
４
番
鉄
塔
ベ
ン
チ
で
休
憩
し
て
午
後
２
時
半
過
ぎ
に
行
仙
宿
到
着
、
小
屋
に

は
今
夜
宿
泊
の
登
山
者
が
６
名
到
着
し
て
い
た
。 

 

帰
り
支
度
を
し
、
管
理
棟
、
倉
庫
、
お
堂
の
戸
締
り
を
確
認
し
て
下
山
し
た
。 

 
 

 
 

 

葛
川
辻
に
到
着 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

葛
川
辻
の
水
場
径
確
認 

 
 

 
 

 

２
４
番
鉄
塔
ベ
ン
チ 

 
 
 

行
仙
宿
に
戻
る 

 
 
 

穴
が
補
修
さ
れ
た
補
給
路 

モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
か
ら
第
２
ベ
ン
チ
迄
の
間
で
、
崩
れ
て
穴
が
開
い
て
い
た
道

は
、
生
熊
さ
ん
が
一
人
で
補
修
さ
れ
、
き
れ
い
に
、
安
全
に
な
っ
て
い
た
。 

 

地
蔵
岳
捲
き
道
の
整
備
は
出
来
た
が
、
山
頂
ク
サ
リ
場
経
由
の
方
が
安
全
だ
、



と
い
う
声
も
多
く
、
誰
に
で
も
勧
め
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。 

（
記
；
沖
崎
） 

【
地
蔵
岳
捲
き
道
整
備
】 

地
蔵
岳
越
え
の
４
名
と
別
れ
て
、
捲
き
道
の
整
備
に
向
か
う
。 

 
 

 
 

 

ト
ラ
ロ
ー
プ
を
張
る 

 
 
 

標
識
を
設
置 

 
 
 
 

 

奥
駈
道
に
合
流 

２
６
番
鉄
塔
か
ら
２
７
番
鉄
塔
に
向
か
う
電
源
開
発
の
巡
視
路
に
入
り
、
２
０

分
弱
で
左
下
に
２
７
番
鉄
塔
が
見
え
る
。
巡
視
路
は
鉄
塔
に
降
り
て
い
る
が
、

捲
き
道
は
こ
こ
か
ら
上
方
に
向
か
っ
て
い
る
。
直
径
１
０
㎝
ほ
ど
の
杉
の
倒
木

を
山
川
さ
ん
が
切
除
、
古
い
鉄
板
の
橋
が
落
ち
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
捲
き
道
の

状
態
は
あ
ま
り
良
く
な
い
。
崩
れ
か
け
て
不
安
定
な
個
所
、
約
８
ｍ
に
ト
ラ
ロ

ー
プ
を
張
り
、
通
行
の
補
助
と
し
た
。 

地
蔵
岳
の
水
場
を
過
ぎ
て
す
ぐ
、
古
い
道
標
が
建
っ
て
い
る
。「
地
蔵
岳
参
道
」

と
彫
ら
れ
た
石
柱
が
倒
れ
て
い
た
。
地
蔵
岳
捲
道
の
標
識
と
奥
駈
道
の
方
向
を

示
す
標
識
を
追
加
し
、
石
柱
の
場
所
を
変
え
て
立
て
直
し
た
。
こ
こ
か
ら
奥
駈

道
ま
で
に
、
は
っ
き
り
と
し
た
登
山
道
は
無
く
、
辛
う
じ
て
判
る
踏
み
跡
が
数

本
見
ら
れ
た
。
各
々
が
適
当
に
コ
ー
ス
を
取
り
奥
駈
道
を
目
指
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

降
り
口
に
ト
ラ
ロ
ー
プ 

 
 

 
 
 
 

 
 

倒
木
の
切
除 

１
５
分
ほ
ど
で
奥
駈
道
に
到
着
。
石
柱
と
標
識
が
あ
る
小
さ
な
ピ
ー
ク
だ
っ
た
。

こ
の
小
さ
な
ピ
ー
ク
ま
で
は
、
古
い
テ
ー
プ
が
数
カ
所
に
あ
っ
た
が
、
か
な
り

以
前
の
物
の
よ
う
で
、
ど
れ
も
が
剥
が
れ
か
か
っ
て
い
た
。
捲
き
道
へ
の
降
り

口
が
判
り
や
す
い
よ
う
に
、
ト
ラ
ロ
ー
プ
を
５
ｍ
ほ
ど
張
り
、
山
川
さ
ん
が
ピ

ン
ク
の
テ
ー
プ
を
付
け
な
が
ら
来
た
道
を
引
き
返
す
。
下
り
も
適
当
に
斜
面
を

下
り
、
先
ほ
ど
立
て
た
標
識
が
見
え
て
地
蔵
岳
の
水
場
に
戻
り
着
い
た
。 

２
６
番
鉄
塔
に
戻
る
途
中
、
行
き
に
切
り
残
し
た
倒
木
と
、
突
き
出
し
た
幹
を

切
除
し
、
２
６
番
鉄
塔
広
場
で
昼
食
を
摂
り
、
東
屋
岳
班
と
地
蔵
岳
班
の
到
着

を
待
っ
た
。 

地
蔵
岳
の
捲
き
道
は
、
道
幅
が
狭
く
、
滑
り
や
す
く
急
な
部
分
が
多
い
の
で
、

一
般
向
き
と
は
言
い
難
い
状
態
だ
っ
た
。
一
応
通
行
は
で
き
る
が
、
地
蔵
岳
を

越
え
る
ク
サ
リ
場
を
通
る
方
が
安
全
性
が
高
い
よ
う
に
思
う
。
（
記
；
梶
野
） 

 



 
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

「
僕
が
行
き
ま
す
」
と
手
を
あ
げ
て
、
発
熱
者
の
搬
送
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
高

橋
君
に
感
謝
で
す
。 

 

行
仙
宿
に
一
人
残
っ
て
、
便
所
掃
除
や
道
普
請
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
生
熊
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

行
仙
宿
に
前
泊
し
て
、
２
日
間
作
業
に
加
わ
っ
て
頂
い
た
山
田
さ
ん
に
も
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

紅
一
点
、
宿
泊
参
加
い
た
だ
い
た
高
階
美
根
子
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 

差
し
入
れ 

 

乾
さ
ん
；
コ
シ
ア
ブ
ラ
、
ハ
リ
ギ
リ
、
ア
メ
ノ
ウ
オ
な
ど
大
量
の 

天
ぷ
ら
材
料 

 

畑
林
秀
味
君
；
マ
グ
ロ
・
セ
セ
リ
、
カ
マ
、
刺
身 

 

大
江
さ
ん
；
お
で
ん
、
た
く
さ
ん 

 

生
熊
さ
ん
；
シ
イ
ラ
干
物 

 
 皆

で
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 
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